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ＩＰＰＳ日本支部 第２２回群馬大会へのお誘い
ＩＰＰＳ日本支部 第２２回群馬大会 実行委員長 登坂 初夫

IPPS-J  ニュースレター

　会員の皆様は益々ご健勝にてご活躍のことと

お慶び申し上げます。

　さて、今年の大会は群馬県で開催することに

なりました。

　ところで、皆様は群馬県を知っていますか？

　富岡製糸場が世界遺産に登録されて初めて群

馬県が何処にあるか知った人もいるようです。

　そんな群馬県内にはＩＰＰＳを知っている人が

ほとんどいません。今回は群馬の花の生産者に

協力を頂き、この大会を引き受け、何とか成功さ

せるよう努力して行きたいと思います。皆様にご

満足頂くにはどのような企画が良いのか、手探り

できましたが、次のような予定を立てました。

　９月１９日は前橋市の『元気２１』において総会、

特別講演、研究発表、その後、会場を「さくらホ

テル」に移して懇親会を行います。２日目はカネ

コ種苗㈱の研究農場の見学、先日、西武ドームで

行われたバラ展で優秀な成績を収めた切りバラ

の生産団地を視察さ

せていただく予定で

す。また、時間があれ

ばジョイフル本田の新

田店の視察も考えて

います。移動の時間が

多くかかるために視察会場が少なくなっていま

す。詳しい日程は、後日郵送いたしますので、「９

月１９、２０日は是非、群馬へ出張」と予定してく

ださい。

　群馬に行って良かったと思われるような大会

になるように私たちも頑張りますので皆さんの参

加を宜しくお願いいたします。皆様にお会いでき

ることを楽しみにしています。
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　４月９日から１２日に開催されたニュージーラ

ンド支部大会に参加してきました。開催地は、南

島の北端にあり、昨年の交換生のジョーと一昨年

のアリスがいる町ネルソンです。海には１３ｋｍに

わたる砂嘴があり、天橋立がある京都府宮津市

と姉妹都市となっています。

　大会へ行く前にオークランドから北島のハミ

ルトン市内にあるピーター氏のご自宅にお邪魔し

て４．２ヘクタールもある広い敷地に建つお宅と自

作の池がある庭、工房や木材加工場、ブルドー

ザーほどもある大きな乗用芝刈り機など見せて

いただきました。街の中心地からほんの少し離れ

ただけでゆったりとした穏やかな時間が流れる

素敵な場所でした。

　ネルソン到着後は、ひと仕事。ＮＺ支部理事会

に一部参加して日本支部の近況や交換生プログ

ラムへの感謝を述べ、継続の希望を伝えました

（といっても説明は全て大森さん）。日本支部ＨＰ

の英語対応のことや会員勧誘のための取り組み

についても話がありました。私達の退席後も今後

の活動等について熱心に議論が続けられていま

した。

　さて、支部大会です。１５０名もの参加者でにぎ

わっていました。９日はウエルカムパーティー、

１０日-１１日は午前発表、午後見学会（１０日午後見

学後ヨットクラブで総会）、夜はパーティーでオー

クションありダンスありで大盛り上がりでした。

１１日のパーティーでは、サプライズで私達二人

が呼ばれ、ＮＺ支部のグッズを記念品として贈呈

していただきました。

　研究発表では、商品紹介のような企業発表や

ネイティブプラントについての研究発表、天敵昆

虫や菌を利用した栽培についての発表等様々で

した。１２日はお昼までの日程となっており、研究

発表後、交換生ジョーの報告、支部からの研究奨

学金を貰った若い会員２名の発表、磯野さんの自

己紹介、支部内功労者等の表彰、来年４月にクラ

イストチャーチで開催される国際大会の案内、今

大会の実行委員達を紹介して労った後、大会終

了宣言がなされてお開きとなりました。最後まで

多くの会員が参加しており、活動が活発である

ＩＰＰＳ Ｎｅｗ Ｚｅａｌａｎｄ Ｒｅｇｉｏｎ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ に参加して

株式会社ベルディ 水谷 朱美

ピーター氏工房
道具がよく整理されています

理事会の様子
緑Ｔシャツの背中はリチャード

発表会場の様子
椅子は中央に向けて緩やかに
湾曲して並べられています
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様子がよくわかりました。

　歴代交換生の４人が参加しており、皆元気に

仕事を頑張っているようでした。その誰もが日本

支部の皆さんへの感謝の言葉と良い経験が出来

たことへのお礼を改めて言ってくれましたし、機

会があれば是非また訪問したいとも言っていま

した。日本からの磯野さんは、初海外ということ

でしたが大会中のプレゼンもしっかりと行い、

どっぷりとＫＩＷＩイングリッシュの世界につかり

ながら日本との違いを楽しんでいるようでした。

　個人的には、ピーター氏の案内で視察できた

オークランド市内の培養会社や、大会中に何人も

の人達と知り合えたことも収穫でした。また、日

本人の家族（兄弟や子供の配偶者）がいると言っ

て話しかけてくれる気さくな会員も多くいたこと

でとても楽しく充実した時間を過ごせました。美

味しい食べ物やワイン、豊かな水と緑も満喫した

旅となりました。

ＩＰＰＳグッズ販売
Ｔシャツ、ポロシャツ、帽子等

見学会の様子
皆とても熱心

見学会にて
マルチ巻き取り機の紹介

総会の様子
真ん中に座っているのが磯野さん

懇親会場の席取り
靴が片方載せてある！？日本では絶対に
見られない光景と思いパシャ。

懇親会
中央手前背中はリチャードとジョー

ネルソンの海が見える丘から　
砂嘴が海の中を区切る線のように見えています
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Ｎｅｗ Ｚｅａｌａｎｄでの研修Ｎｅｗ Ｚｅａｌａｎｄでの研修

東京農業大学 造園科学科 磯野 貴子

　ＩＰＰＳ ＮＺ支部の年会参加のお話をいただい

たのは、東京農業大学の造園科学科に３年次編

入学が決まり、新しく世界にも目を向け学びたい

と考えていた矢先の出来事でした。

　今回の私は４月８日から２４日までの１７日間

ニュージーランドに滞在し、ネルソン、西海岸の

レイクブルーナ、クライストチャーチ、ワイマ

ティ、ダニーデン、オークランドと６つの街を訪

ねました。

　まずネルソンでは、４月９日から１２日までＩＰＰＳ

ニュージーランド支部の年会が行われました。ＮＺ

の皆様は私を暖かく迎え入れて下さり、どんな些

細なことも私がわかるまで説明してくださいまし

た。見学先ではＮＺのナーセリーは日本の農場よ

りも遥かに大きいことや、一種類の植物でも多く

の園芸品種を揃えていることに驚きました。

　次にレイクブルー

ナにあるジュリエット

のナーセリー“Ｌａｋｅ 

Ｂｒｕｎｎｅｒ ｎａｔｉｖｅ 

ｐｌａｎｔｓ”に滞在しました。Ｌａｋｅ Ｂｒｕｎｎｅｒ 

ｎａｔｉｖｅ ｐｌａｎｔｓはＮＺの在来植物を専門に扱っ

ており約３０種の植物がありました。印象に濃い

のはＨｅｂｅで、約１０００種類がＮＺに自生してお

り、街路植栽や庭木としてよく利用されており、

このナーセリーでも２６種類ものＨｅｂｅがありま

した。

　クライストチャーチでは“Ｓｏｕｔｈｅｒｎ Ｗｏｏｄｓ 

Ｎｕｒｓｅｒｙ”で働くスージーの家で２日間お世話

になりました。Ｓｏｕｔｈｅｒｎ Ｗｏｏｄｓ Ｎｕｒｓｅｒｙで

は挿し木前の処理を手伝わせて頂き、また、販売

所では生垣に向いている植物を実際に刈り込ん

だ姿で展示しており、ポット苗だけでなく成長し

た植物の姿を見ることができました。

　次に私はトラックに乗りクライストチャーチか

らワイマティへ、そしてさらにダニーデンへと向

かいました。ワイマティではハイマン夫妻にお世

話になり、一晩という短い間でしたがとても親切

にしてくださり、たくさんのお話をしました。

　ダニーデンではブラウン一家が営む“ＢＬＵＥ

ＳＫＩＮ ＮＵＲＳＥＲＩＥＳ”で週末を過ごしました。

土曜日は、町の中心で開かれるマーケット、中国

庭園や植物園を案内して頂いたおかげで、休日

に人々が町や緑地でどのように過ごすのか知る

ことができました。夜にはなんと、ラグビー観戦

にも連れて行って下さいました。日曜日は一日、

ナーセリーでの仕事を体験させて頂きました。

ＮＺではスタンダード型の植木が特に人気で、玄

関の両脇や庭のアクセントに植栽されています。

今回はスタンダード型の樹木を作るために、側→

ネルソンでの大会期間中、とても良くしてくださったお姉様
方と一枚。日本人女性としては大きめな私も、ＮＺでは小さく
見えました。

４月１１日のディナーパーティーにて ４月１１日のディナーパーティーにて 

慣れない英語で自己紹介をした時の写真。発表後、多くの方に
“よかったよ、お疲れ様”など温かいお言葉をかけて頂きました。

４月１２日のプレゼンテーション４月１２日のプレゼンテーション
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ハクサン・グループと
㈱フローリテック・ジャパンのご紹介

　私は１９８１年６月に現在の㈱ハクサンを立ち上

げ、それまであまりなかった種苗の生産者向け卸

会社として輸入苗、国内生産苗の販売をスタート

させました。そのころはまだ輸入苗の規制が非常

に厳しく、需要もあまりなかった時代です。毎回

の植物検疫では約半数が植物防疫所できめ細か

く検査され、根付き苗は根を徹底的にほぐされ、

それらの苗は枯死してしまいました。

　しかし今日では海外との距離も非常に近くな

り、情報も他に遅れることなく、今欧米で起こっ

た情報も瞬時に手元に届く時代です。種苗の需要

もそれと共に急激に伸びてきています。今までの

新品種に対する考え方も、新しければ儲かる、と

いう時代から、新品種による今まで以上に良い特

性、即ち耐病性、生育期間、品種間の特性の共通

化（色が違っても生育習性が同一）等々に注目さ

れるようになってき

た。またそれらの導入

がコストダウンにもつ

ながることが新品種の新しい価値ともなってきた。

　１９８１年にハクサン設立以来、１９８６年にデン

マーク人パートナーと生産会社Ｊ＆Ｈジャパン、

１９８８年４月にハクサンインターナショナル㈱、

１９９２年６月にセイロン・フォリエッジＬｔｄ．を立

ち上げてきた。そして２０００年９月にトヨタ自動

車との合弁会社㈱トヨタフローリテックを製品鉢

生産の目的として青森に設立した。２０１４年には

㈱ハクサンがトヨタの株式をすべて買い取り、新

しく㈱フローリテック・ジャパンとして２０１５年度

から再稼働した。

　このフローリテック・ジャパンのほとんどの生産

物はセイロン・フォリエッジＬｔｄ．で増殖された

高臣 映生代表

枝の剪定、大きなポットへの植え替え、支柱の

設置を行いました。初めての作業だったため、まっ

すぐと美しく成長することを願っています。

　その後私は、ハイマン夫妻、エリオット一家に

お世話になりながら、旅の最終地点オークランド

へ向かいました。オークランドではピーターに案

内してもらいながら、ＮＺの都市の緑地や景観を

見て回りました。住宅地や道路わきには広い土

地を活かした緑化がされ立派な樹木や芝緑地が

ある反面、ビルの集中する中心街や新開発され

た住宅地ではコンクリートで周囲を固められた細

く小さな緑地があるのみで、都市緑化の問題点

は共通する部分も多いのだと感じました。

　私はこの旅で、大学で学んでいる緑地の計画

設計、維持監理についてだけでなく、様々な視点か

ら植物について学ぶことができました。また、素

晴らしい人々に多く出会うことができました。今

回の経験と縁を大切にし、より広い視野で造園と

いう分野をとらえ学びを深めていきたいです。

　交換留学を支援してくださったＩＰＰＳの皆様、

本当にありがとうございました。

→

→

ピーターに連れて行って頂いた高台からの一枚。３６０度オー
クランドの街を見下ろすことが出来る絶景スポットでした。

オークランド ｏｎｅ ｔｒｅｅ ｈｉｌｌにてオークランド ｏｎｅ ｔｒｅｅ ｈｉｌｌにて
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苗（半数以上が種苗法での登録品種）を輸入し、

仕上げられている。

　㈱フローリテック・ジャパンでの生産は特に小

鉢生産を中心にしている。６ｃｍの製品生産は日本

の生産状況では手間がかかる割に価格が取れな

いということで、その生産量は極端に少ない。し

かし、消費者にとっては安価なかわいい植物とし

て興味をそそられている。弊社ではこの製品のこ

とを総じて「根の付いた切り花」として紹介して

いる。鉢サイズは６ｃｍ、９ｃｍ、１０．５ｃｍそして１２

ｃｍ。その他に、デザインを施した独自の寄せ植え

もデザイナーと企画部の元製品出荷もしている。

　興味のある方は次のサイトを見てください。

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｆｌｏｒｉｔｅｃｈｊａｐａｎ.ｃｏｍ （まだトヨ

タフローリテックジャパンとなっています。） 

　約２ヘクタールのガラス温室はすべて自動化さ

れ、エッブアンドフローシステムのベンチはコン

ピューター制御によるロボット運搬により各温室

等のレーンに搬送され、そこで生育に従ってト

レーン或は縦横操作可能なクレーンにより、鉢広

げやピンチ、或は出荷作業等へ搬送される。この

ように機械化できるところはヨーロッパのように

機械化している。しかしここでも日本の場合は他

国との競争もなく、労力もまだ北欧と比べれば安

い。そのため、生産規模も小さくて済み、コスト

削減のための機械化コンピューター化がそれほど

切迫して要求されることもないのである。結果生

産者にとっては６ｃｍ小鉢よりも大きな規格を好

まれる。

　デンマークやオランダでは２ｈａであろうが１０ｈａ

であろうが、単品の生産品目が主流で、それによ

り、より集約的な経営、専門的な研究が発展する

素地がある。やはり、そのマーケットが３億３千万

人の市場に向けられた戦略があるからであろう。

　一方、我が国の市場では人口は１億２千万人と

大きな市場であるが、生産総額は４，８００億円、

ヨーロッパＥＵ諸国の生産総額、１兆８，７５０億円

と比較される。金額だけでなく総生産量が比較

できればより大きな差が出てくると考えられる。

　その様な背景であるが、生産システムは欧州

型であるが、そう生産数量は４００万ポットが可能

であるが、その品種数は多

種多様である。その半数が

ミニバラ（ローズ・フォエ

バー、日本版ホームページ : 

ｈｔｔｐ://ｒｏｓｅｓｆｏｒｅｖｅｒ.ｊｐ/）

であるが、その他はシーズ

ンによりさまざまであるが、

ポインセチア、シクラメン、ガーベラ、カプシカム、

カンパニュラ、カランコエ、その他様々な観葉植

物が生産され、それぞれの環境を適応するもの

に変えなければならない。

　フローリテックの立地条件は生産主要地と比

べるとそれほど条件は良いといえない。そのため

にも、デンマークが小鉢化に集約していると同時

に、フローリテックも周年生産可能な地として省

コスト化に努め、運送方法を改

善し（ＣＣＪコンテナー輸送を検

討中）、遠隔地からでも安価で

魅力のある商品生産を消費者に

届けていきたい。

→

プリンセスＪＦＳ受賞

ＣＣＪコンテナー
ヨーロッパ鉢花鉢物用トローリー、ＣＣ
コンテナーを日本のトラックサイズに
合わせ、園芸業界の独特な必要性を満
たすようデザインされています。
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スリランカの紅茶生産

㈱赤塚植物園 藤森 忠雄

　今年２月下旬、三重県国際農業者交流協会の

研修旅行でスリランカへ出掛けました。

　世界遺産や農場の見学、寺院での参拝もしま

したが、ここでは紅茶の生産状況について少し報

告いたします。スリランカに農場を所有する高臣

映生会員の案内で旅行をしました。

　スリランカは日本の北海道の８０％ほどの面積

の国です。気候は熱帯です。

　中部のヌワラ・エリアを中心にした、丘陵地帯

の標高８００ｍ～１３００ｍの地帯が『セイロン紅茶』

の生産の中心だとのこと。この辺では一面の茶畑

が広がっていて、茶摘みの女性の姿があちこち

で見らました。

　リプトン社の見学を

希望していましたが、

それは実現できず、他

の２社の生産状況を

見学しました。何れの会社も、生産・加工・販売

をしている会社でした。観光客が立ち寄って、生

産状況や加工の過程を見学出来る様になってお

り、またその過程が写真で展示されていました。

レストランでは食事が、喫茶コーナーでは無料で

紅茶の試飲ができ、また即売コーナーには沢山

の自社製品が並べられていました。スリランカは

紅茶の国というだけあって、紅茶生産が大きな

観光資源となっていました。コーヒーより紅茶の

方が好きな私は期待どおり美味しい紅茶を楽し

むことが出来ました。

　丘陵には全面に茶が植栽されており、それも

急傾斜面もあり、茶摘みが大変そうな所もありま

した。排水の良いことがお茶の生産には大切な条

件とのこと、その意味では好都合な立地でしょう

か。所々には高木が植えられていました。人間が

休憩するのか？

　日本の茶畑に比べると、まったく雑な茶畑でし

た。生産管理をしている様子はなく、施肥をした

跡も見かけませんでした。

　お茶の香りは生産地の高度に比例し、味は肥

料の施肥量に反比例すると、友人の茶生産者が

話していました。その意味では最適な立地条件

かもしれません。また、ここで生産されているお

茶の種類はアッサム種とのことでした。

　見学中に、茶摘みの女性達が通りかかりました

ので、話を聞いてみました。

　その会社は約３００ｈａの生産で、約５００名の

女性が茶摘みをしているとか。摘み賃は葉１ｋｇで

４０円、１日に８００～１，０００円の日当だとのこと。→

が広がっていて、茶摘みの女性の姿があちこち

で見らました。
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　今回のニュースレターに

はニュージランドへ交換研

修に行かれた磯野貴子さんの体験記を掲載でき

ました。私の感想は『若い方には可能性がいっぱ

いあり羨ましいな』です。磯野さんがどんな気持

ちで１７日間を過ごしたのかその心境についての

詳しい記述はありませんが、兎に角、ご自分が勉

強している分野についての多くの貴重な知見や

素晴らしい人々との出会いを通じて、有益な経験

が出来たことと思います。また、磯野さんは考え

方の視野が広くなったことでしょうし、勉学に対

する意欲を高めたように感じました。これからの

彼女の活躍に期待をしたいと思います。

　さて、私自身、学生時代に２年間アメリカで農

業研修を体験しましたが、この研修の経験は大

変に貴重で、今日の私自身の基礎になっていると

考えています。その意味でも、当会議が実施して

いるこの交換研修の意義は極めて大きいと思い

ます。更に、有能な若い方を探して、ニュージラ

ンドへの交換研修に参加していただけるようにし

たいものです。

「１日に２０～２５ｋｇの葉を収穫する」とのこと

でした。彼女達の楽天的な表情や衣装にスリラ

ンカを感じました。

　この地方には何十社かの紅茶の会社があり、

２００～７００ｈａの面積で生産・加工しているそう

です。それらが『セイロン紅茶』として世界中に

販売されているとのこと。リプトン社が紅茶の業

界のリーダーとして君臨し、紅茶の品質などの規

格を守らせているそうです。勿論経営はイギリス

人だそうです。

ニュースレター担当：藤森忠雄

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

 会長

 副会長

 副会長

 事務・会計理事

 編集理事

 国際理事

 理事

 理事

 理事

 理事

 監事

愛媛大学

㈱ベルディ

国際環境研究協会  

南出㈱

バイエルクロップサイエンス㈱

㈱浜松花き

㈱赤塚植物園

静岡県立農林大学校

㈲セントラルローズ

グリーンクラフト

宮崎大学

ＩＰＰＳ-Ｊ 第十期理事・監事・役員・理事代理名簿 （２０１５.１.１～２０１６.１２.３１） 

役職 氏名 会社・所属

大橋　広明

水谷　朱美

石井　克明

南出　幹生

冨田　正徳

鈴木　隆博

藤森　忠雄

速水　正弘

大西　　隆

内田　恵介

鉄村　琢哉

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

 本部 国際理事

 国際交流推進委員

 年史編纂委員

 理事代理

 理事代理

 理事代理

 理事代理

 理事代理

 理事代理

 理事代理

Ｃａｒａｎｎ 

㈱山陽農園

兼弥産業㈱ 

近畿大学

東京農業大学

㈲スコレー

三菱樹脂アグリドーム㈱

高知大学

㈱登坂園芸

役職 氏名 会社・所属

Ｐｅｔｅｒ Ｆ.Ｗａｕｇｈ

大森　直樹

遠藤　弘志

青山　兼人

文室　政彦

乘越　　亮

大内　盛勢

佐藤　伸吾

島崎　一彦

登坂　初夫

→
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